
が
1・0
未
満
の
住
宅
ま
た
は
、地
盤・

基
礎
に
つ
い
て
重
大
な
注
意
事
項
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
住
宅

補
助
金
額

・
耐
震
改
修
工
事
に
係
る
費
用
の
80
％
ま

で
を
補
助
上
限
と
し
て
、１
０
０
万
円

ま
で

・
耐
震
改
修
工
事
に
合
わ
せ
て
10
万
円
以

上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
え
ば
、10

万
円
の
上
乗
せ
補
助

・
建
て
替
え
工
事
を
行
う
場
合
、建
て
替

え
工
事
に
係
る
費
用
が
１
２
５
万
円
以

上
の
と
き
、１
１
０
万
円
の
補
助

募
集
件
数　
３
件

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
費

■対　

�

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
の
通
学
路
に
面

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
、平
成
30
年
度
に

行
っ
た
実
態
調
査
に
お
い
て
、総
合
評

価
が
要
改
善（
危
険
度
2
）、緊
急
改
善

（
危
険
度
3
）の
も
の

補
助
金
額

①
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
却・
新
設
に
要
し
た
費

用
の
３
分
の
２
※
限
度
額
は
30
万
円

②
除
却
工
事
に
要
し
た
費
用
の
６
分
の
１

ま
た
は
①
の
補
助
金
額
の
４
分
の
１
の

ど
ち
ら
か
低
い
額
を
上
乗
せ
補
助
※
限

度
額
は
７
万
５
千
円

※
①
と
②
の
合
計
額
を
補
助
し
ま
す
。

募
集
件
数　
８
件

■申　
令
和
４
年
１
月
31
日（
月
）ま
で
に
直
接

■問　
都
市
建
設
課
☎（
３
４
）０
５
０
８

令
和
５
年
開
催
以
降
の
成
人
式
に

関
す
る
お
知
ら
せ

民
法
改
正（
令
和
４
年
４
月
１
日
施
行
）に

よ
り
成
年
年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。町
で
は
、成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
も
、対

象
者
を
20
歳
と
し
て
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。な
お
、式
典
の
名
称
な
ど
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■問　
生
涯
学
習
課
☎（
３
４
）０
５
１
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す

■日　
6
月
13
日（
日
）、27
日（
日
）

　
　
9
時
～
12
時
ま
で

■所　
町
民
生
活
課

■対　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
交

付
通
知
書（
ハ
ガ
キ
）が
届
い
た
方
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
未
申
請
の
方
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド・
電
子
証
明
書
の

有
効
期
限
を
更
新
し
た
い
方
※
未
申

請
の
方
に
は
、申
請
用
紙
の
交
付
お
よ

び
記
入
の
案
内
を
行
い
ま
す
。

※�

更
新
手
続
き
は
有
効
期
限
の
３
ヵ
月
前
か

ら
出
来
ま
す
。

※�

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

大
変
混
み
あ
い
ま
す
の
で
、時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問　
町
民
生
活
課
☎（
３
４
）１
１
１
３

木
造
住
宅
耐
震・ブ
ロ
ッ
ク
塀
工
事
費

な
ど
を
助
成
し
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費

■対　

�

町
で
行
っ
て
い
る
木
造
住
宅
耐
震
診

断
助
成
事
業
に
よ
り
、上
部
構
造
評
点

放
置
自
転
車
に
つ
い
て

町
管
理
の
駐
輪
場
で
、持
ち
主
の
分
ら
な

い
自
転
車
を
保
管
し
て
い
ま
す
。放
置
さ
れ

て
い
る
自
転
車
は
、駐
輪
場
を
利
用
し
た
ま

ま
忘
れ
ら
れ
た
も
の
か
、盗
難
に
あ
っ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。心
当
た

り
の
あ
る
方
は
、施
設
管
理
課
ま
た
は
各
駐

輪
場
の
管
理
人
ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。な

お
、６
月
１
日（
火
）か
ら
７
月
２
日（
金
）ま

で
に
申
し
出
が
な
い
場
合
は
処
分
し
ま
す
。

各
駐
輪
場
の
保
管
台
数

保
管
場
所

台
数

浜
吉
田
駅
西

1
台

亘
理
駅
東

2
台

亘
理
駅
西

2
台

■問　
施
設
管
理
課
☎（
３
４
）０
５
１
２

児
童
手
当
の「
現
況
届
」の
提
出
を

忘
れ
ず
に

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
毎
年
６
月

中
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。こ
の
届

は
６
月
以
降
の
手
当
に
つ
い
て
引
き
続
き
児

童
手
当
を
受
け
る
要
件（
監
護・生
計
関
係
や

前
年
の
所
得
な
ど
）を
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。届
出
が
な
い
場
合
、10
月
支
給
分
か

ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

忘
れ
ず
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。（
該
当
者
に
は

後
日
郵
送
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。）

現
況
届
の
受
付　
現
況
届
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、添
付
書
類（
受
給
者
の
健
康
保

険
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
）と
併
せ
て
６
月
30

暮
ら
し

日（
水
）ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
。

提
出
が
不
要
な
方　
５
月
以
降
に
、町
へ
転

入
も
し
く
は
初
め
て
の
子
ど
も
の
出
生
な

ど
に
よ
り「
児
童
手
当・特
例
給
付
認
定
請

求
書
」を
提
出
し
た
方
。※
公
務
員
の
方
は

勤
務
先
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
の
で
町

へ
の
届
出
は
不
要
で
す
。

所
得
の
制
限　
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。前
年
中
の
所
得
申
告

が
済
ん
で
な
い
方
は
速
や
か
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。申
告
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

審
査
が
で
き
な
い
た
め
受
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
届
い
た
通
知
書
を
確
認
く
だ
さ
い
。

■問　
子
ど
も
未
来
課
☎（
３
４
）１
２
２
５

被
災
者
の
安
定
的
な
雇
用
の
創
出
を

支
援
し
ま
す

県
で
は
、東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
方

を
雇
用
す
る
、県
内
沿
岸
部
の
中
小
企
業
者

を
対
象
と
し
て
、「
宮
城
県
事
業
復
興
型
雇
用

創
出
助
成
金
」を
支
給
し
、雇
入
れ
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
額　

�

労
働
者
1
人
当
た
り
3
年
間
で
最

大
１
２
０
万
円（
1
事
業
所
当
た

り
総
額
２
千
万
円
が
上
限
）

■申　

�

６
月
９
日（
水
）か
ら
７
月
８
日（
木
）

ま
で
に
直
接
。申
し
込
み
に
は
一
定
の

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
県

雇
用
対
策
課
の
Ｈ
Ｐ
を
確
認
す
る
か
、

左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問　

�

県
雇
用
対
策
課

　
　
☎
０
２
２（
７
９
７
）４
６
６
１

　
　

�

Ｈ
Ｐ https

：//w
w
w
.pref.m

iyagi.jp/
soshiki/koyou/jyosei-top.htm

l

宮城県リハビリテーション支援センターでは、身体に障がいがある方を対象に身体機能（筋力・関節の動きなど）や
ADL（日常生活動作）能力の低下などを早期に発見し、二次障がいの予防、生活機能の維持・向上を図るため、身体機能を
測定・検査する事業を実施しています。二次障がい予防を目的に身体状況をチェックしてみませんか。測定・検査は無料
です。
■対　�県内で在宅生活をし、身体障害者手帳（肢体不自由）を所持する18歳以上で、医療機関などでリハビリを受けていな

い方
※詳細については問い合わせください。

月日（曜日） 時間 定員 会場 所在地 申込締切日

６月 16日（水）

①  9：00～
②  9：40～
③10：20～
④13：00～
⑤13：40～
⑥14：20～

各時間
１人

要予約

リハビリテーション
支援センター

〒981−1217
名取市美田園2−1−4

6月  9日（水）

７月 7日（水） 6月30日（水）

７月 14日（水） 7月  7日（水）

10月 13日（水） 10月  6日（水）

12月 1日（水） 11月24日（水）

12月 8日（水） 12月  1日（水）

■問　宮城県リハビリテーション支援センター☎022（784）3592

新年度が始まり、新たな環境での生活で、自分でも気付かないうちにストレスが溜まっているかもしれません。過度な
ストレスは心身にさまざまな変調をきたすだけでなく、「うつ病」などの心の病気の原因になったり、そこから自死を引
き起こす危険性もあります。自分のストレスのサインに気付き、心の疲れを溜めないようにしましょう。
心の疲れを感じたらただ休むだけでなく誰かに話すことも大切です。自分の思っていることや悩み事を話すだけで
も、心が軽くなることがあります。独りで抱え込まず、家族や友人、専門機関に、相談してみましょう。
また、周りの人が気付いてあげるということも大切です。自分から話せないという人はたくさんいるので、普段の様子
と違うなと感じたら一声かけてあげましょう。話を聞くときは相手のペースに合わせて、じっくり耳を傾けることで、相
手が話しやすい環境を整えることができます。
心の健康相談
身近な人にも相談できない場合、専門機関で相談ができます。面談は事前に予約が必要です。

宮城県精神保健福祉センター「こころの健康相談」
○電話での相談（☎0229−23−0302）
　9：00～12：00、13：00～17：00
○来所での相談（☎0229−23−1603）
　予約制8：30～17：00　※土・日、祝日、年末年始は定休日
自死を考えるほどつらい気持ちを抱えた方などは下記センターにて相談ができます。
　宮城県自死対策推進センター
　☎0229−23−0028（来所の場合予約制、9：00～16：00）
■問　福祉課☎（34）1114

障がい者検診を受けてみませんか心の疲れたまっていませんか

５月31日（月）から６月６日（日）は「禁煙週間です」　問　健康推進課（☎34−0524）
喫煙者は非喫煙者よりも重症となる可能性が高いです。喫煙の危険性と禁煙の重要性について一人ひ

とりが見直してみましょう。19 18広報わたり　2021.6 広報わたり　2021.6

凡 

例
■日　日程・日時　　　　■所　場所・会場　　■申　申込方法　　■対　対象
■人　定数・募集人数　　■￥　費用・料金　　■師　講師　　■講　講座内容　　■問　問い合わせ


